









































この復旧工を S が設計（実質は H）し、T が施
工した。施工後 T が K に対し、復旧工工事費約

















 これに対し T は 
(1)土木工事は事故発生前に完了している。従っ
て、復旧工事は別途工事である。 
(2)T は図面通りの T.A 築造を請け負っているの
であって、当該地点での岩盤確認は、技術指導や









 この造成工事は敷地北外周に全長 340m 
H=10～15m に及ぶテールアルメ(以下 T.A.)擁壁
が特徴である。倒壊部は T.A.擁壁北西端コーナー
部にあり、壁高 12m に及ぶ（図―2）。T は T.A.








(1)本 T.A.擁壁では、ボーリングは中央 4 箇所の
みで、当崩壊地ではボーリングは行われていない。
これは設計上の瑕疵である（注；このボーリング


































































ケース 無処理 採石置換 
地下水位考慮 0.947 1.001 














































図―５b H による置換範囲 
(3)について…事前の推定岩盤線と、崩壊後調査
での岩盤線の位置は、掘削面上では偶然一致して









ネゴがあったらしい。T の回収額は 3000 万円ほ
ど（筆者はせいぜい 2000 万位か、ひょっとする

































































1、 日本河川協会「河川砂防技術指針 計画編」 
2、 (財)土木研究センター「補強土（テールアル
メ）壁工法設計・施工マニュアル」 
 
